
「けんこうリンク」の各種情報は，

公益財団法人 茨城県総合健診協会  機関紙

・「つくばピンクリボンフェスティバル2017」に参加
・「リレー・フォー・ライフ・ジャパン2017茨城」に参加
・休憩時間を含めた「勤務時間内禁煙」を当協会就業規則に規定

・複十字シール運動にご協力お願いします
・第68回結核予防全国大会に秋篠宮妃殿下が御臨席になりました
・９月は「がん征圧月間」及び「結核予防週間」です

～低まん延国を目指して～

Topics

・腸内細菌検査（検便）のご案内

Information

日本は結核の中まん延国特　集
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水戸黄門まつり 編集後記
　連日猛暑が続いています。寝苦しい夜は，クーラーを
上手に使いながらお休みになる方も多いのではないで
しょうか。そんなクーラーが一般家庭に普及し始めたの
が1980年代といわれています。それ以前は，扇風機を活
用したり，玄関先に水を撒くことで，涼しい風を起こして
夏を乗り切ってきました。
　そのほか，金魚や夏の風物詩が描かれた風鈴も「音」で
涼をとる人気アイテムでした。
「風鈴が鳴る→風が吹いている→涼しい」という，風のイ

メージを脳に与え，「音」や生活の工夫で，「涼」を体感し
たわけです。
　あるミュージシャンが，「幸せを手に入れるんじゃな
い。幸せを感じることのできる心を手に入れるんだ」と
言っていました。この言葉を借りると，「涼を感じること
のできる心を手に入れるんだ」です。
　今夏は，酷暑が続くと予想されています。
　クーラーと風鈴の音色とともに少しでも「涼」を感じ
ることのできる工夫をされてはいかがでしょうか。
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高まん延国

中まん延国

低まん延国

①
結
核
の
発
生
予
防
と
ま
ん
延
の
防
止

①
結
核
の
発
生
予
防
と
ま
ん
延
の
防
止

②
適
切
な
医
療

②
適
切
な
医
療

【表1】年齢別結核罹患率

出典　結核予防会 結核研究所 疫学情報センター

1995年 2005年 2015年

総数

0－4歳

5－9歳

10－14歳

15－19歳

20－29歳

30－39歳

40－49歳

50－59歳

60－69歳

70歳以上

34.3 
2.5 
1.2 
1.5 
7.0 
20.8 
20.3 
26.0 
41.3 
66.5 
112.2 

22.2 
1.0 
0.4 
0.6 
4.4 
15.4 
14.9 
14.0 
18.9 
26.2 
66.6 

14.4 
0.6 
0.2 
0.2 
2.8 
9.0 
7.1 
7.5 
8.8 
13.1 
45.2 

【図1】日本の結核罹患率の推移

日本は　　　の
   中まん延国
―低まん延国を目指して―

　

か
つ
て
結
核
は
国
民
病
と
い
わ
れ
、

1
9
5
1
年
に
は
、罹
患
率
が
人
口
 10
万

人
あ
た
り
7
0
0
人
に
ま
で
達
し
まし
た

（
図
1
）。

　

戦
後
、結
核
を
予
防
す
る
ワ
ク
チ
ン
接
種

（
B
C
G
接
種
）に
よ
る
発
病
予
防
、集
団

健
診
、早
期
治
療
が
全
国
に
普
及
し
罹
患

率
は
減
少
し
、1
9
7
5
年
に
は
 10
万
人

あ
た
り
1
0
0
人
を
切
り
、高
ま
ん
延
国

か
ら
中
ま
ん
延
国
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、2
0
1
5
年
に
は
、
14・
4
人

ま
で
低
下
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、結
核
は
、

今
で
も
年
間
2,
0
0
0
人
近
く
が
亡
く
な

る
日
本
の
重
大
な
感
染
症
で
す
。

　

日
本
は
、先
進
国
の
中
で
唯
一
、結
核
の

中
ま
ん
延
国
で
す
。そ
こ
で
、厚
生
労
働
省

は
、2
0
2
0
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で
に
罹
患
率
が
人
口
10 

万
人
あ
た
り
10 人
以
下
と
す
る
低
ま
ん
延

国
化
を
目
標
と
し
た
指
針
を
掲
げ
て
い

ま
す
。

　

結
核
菌
に
よ
っ
て
主
に
肺
に
炎
症
が

お
こ
る
病
気
で
す
。お
よ
そ
80
％
が
肺
結

核
で
、咳
、痰
、発
熱
な
ど
の
症
状
が
み
ら

れ
ま
す
。ま
た
、結
核
性
胸
膜
炎
、リ
ン
パ

節
結
核
、腸
結
核
、脊
椎
結
核
な
ど
肺
以
外

の
臓
器
も
結
核
に
な
り
ま
す
。

　

咳
と
と
も
に
結
核
菌
が
空
気
中
に
飛

び
、そ
れ
を
周
り
の
人
が
吸
い
込
み
感
染

し
ま
す（
図
2
）。

　

感
染
し
て
も
、結
核
菌
の
力
に
比
べ
、体

の
免
疫
力
の
方
が
強
け
れ
ば
発
病
し
ま
せ

ん
。し
か
し
、一
度
発
病
を
免
れ

て

も

、

そ

の

後

免

疫

力

が

低

下

し

た

時

に

発

病

す

る

こ

と

が

あ

り

ま

す

。

な

ぜ

な

ら

、

感

染

し

て

も

発

病

し

な

か

っ

た

際

の

結

核

菌

は

、

休

眠

状

態

と

な

り

、

活

動

の

機

会

を

ね

ら

っ

て

い

る

か

ら

で

す

。

　

免

疫

機

能

が

正

常

な

場

合

、

結

核

菌

に

感

染

し

た

人

の

う

ち

発

病

す

る

の

は

 10
％

程

度

で

、

そ

の

う

ち

80
％

は

2

年

以

内

に

発

病

し

ま

す

。

　

2

0

1

4

年

に

世

界

保

健

機

関

（

W

H

O

）

は

、

結

核

終

息

戦

略

を

発

表

し

、

低

ま

ん

延

国

は

も

と

よ

り

、

日

本

を

含

め

た

低

ま

ん

延

国

に

近

づ

く

国

に

対

し

て

も

、

根

絶

を

目

指

し

た

対

策

を

進

め

る

よ

う

求

め

て

い

ま

す

。

　

こ

の

よ

う

な

こ

と

か

ら

、

我

が

国

で

は

昨

今

の

結

核

を

取

り

巻

く

状

況

の

変

化

を

踏

ま

え

、

昨

年

11
月

に

「

結

核

に

関

す

る

特

定

感

染

症

予

防

指

針

」

の

所

要

の

見

直

し

を

行

い

、

結

核

対

策

の

一

層

の

推

進

を

図

っ

て

い

く

た

め

主

に

次

の

よ

う

な

施

策

や

目

標

を

掲

げ

て

い

ま

す

。

　
●
ま
ん
延
防
止
の
た
め
の
早
期
発
見

　

咳

や

微

熱

を

放

置

せ

ず

、

保

健

所

や

医

療

機

関

で

相

談

し

ま

し

ょ

う

。

特

に

ハ

イ

リ

ス

ク

グ

ル

ー

プ

や

デ

イ

ン

ジ

ャ

ー

グ

ル

ー

プ

は

注

意

が

必

要

で

す

。

ま

た

、

高

齢

者

は

、

罹

患

率

が

高

い

に

も

関

わ

ら

ず

、

自

覚

症

状

が

で

に

く

い

た

め

発

見

が

遅

れ

る

こ

と

が

あ

り

ま

す

（

表

1

）

。

●
健
康
診
断

　

労

働

安

全

衛

生

法

66
条

で

は

、

事

業

所

に

お

い

て

、

事

業

者

は

労

働

者

に

健

康

診

断

を

行

う

こ

と

が

義

務

付

け

ら

れ

て

い

ま

す

。

ま

た

、

感

染

症

法

で

は

、

職

員

お

よ

び

施

設

に

収

容

さ

れ

て

い

る

者

に

対

し

て

結

核

の

定

期

健

康

診

断

を

行

う

こ

と

が

、

事

業

所

、

学

校

お

よ

び

福

祉

施

設

の

長

に

、

義

務

付

け

ら

れ

て

い

ま

す

。

ま

た

、

労

働

者

や

施

設

を

利

用

す

る

も

の

は

、

結

核

の

健

康

診

断

を

受

け

る

義

務

が

あ

り

ま

す

。

病

気

等

に

よ

り

健

診

を

受

け

ら

れ

な

か

っ

た

場

合

は

、

後

日

検

査

を

受

け

、

結

果

を

提

出

し

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

　

健

康

診

断

を

受

け

た

だ

け

で

終

わ

り

で

は

あ

り

ま

せ

ん

。

健

康

診

断

の

結

果

、

精

密

検

査

が

必

要

と

判

定

さ

れ

た

場

合

は

、

医

療

機

関

で

精

密

検

査

を

受

け

て

く

だ

さ

い

。

も

し

も

結

核

に

か

か

っ

て

い

た

場

合

に

は

、

病

院

受

診

が

遅

れ

る

と

周

囲

の

感

染

者

を

増

や

し

て

し

ま

う

こ

と

に

な

り

ま

す

。

な

ぜ

な

ら

、

受

診

が

遅

れ

た

分

だ

け

、

結

核

が

悪

化

し

、

痰

の

中

の

結

核

菌

の

量

が

増

え

る

か

ら

で

す

。

●
患
者
発
生
時
の
健
康
診
断

　

結

核

の

発

生

は

、

法

律

に

基

づ

く

届

け

出

に

よ

り

調

査

さ

れ

て

い

ま

す

。

都

道

府

県

で

は

、

発

生

し

た

結

核

の

状

態

を

把

握

し

、

対

象

と

な

る

人

に

健

康

診

断

を

し

て

い

ま

す

。

●
B
C
G
接
種

　

2

0

1

4

年

度

の

乳

幼

児

の

接

種

率

は

97
％

と

高

く

、

今

後

も

95
％

以

上

を

維

持

で

き

る

よ

う

接

種

環

境

の

確

保

が

必

要

で

す

。

　

結

核

の

治

療

は

6

か

月

以

上

か

か

り

ま

す

。

薬

を

途

中

で

や

め

る

と

、

病

気

が

治

ら

な

い

だ

け

で

な

く

、

体

内

に

残

っ

て

い

る

結

核

菌

が

薬

の

効

き

に

く

い

菌

（

多

剤

耐

性

菌

）

に

な

っ

て

し

ま

う

こ

と

が

あ

り

ま

す

。

で

す

か

ら

、

結

核

の

薬

は

、

症

状

が

な

く

て

も

指

示

さ

れ

た

期

間

飲

み

続

け

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

し

か

し

、

忘

れ

ず

に

飲

み

続

け

る

の

は

か

な

り

難

し

い

こ

と

で

す

。

そ

こ

で

、

患

者

が

服

薬

す

る

と

こ

ろ

を

目

の

前

で

確

認

す

る

「

服

薬

確

認

療

法

」

が

行

わ

れ

、

医

療

機

関

・

薬

局

・

保

健

所

が

服

薬

を

支

援

し

て

い

ま

す

。

特

に

住

所

不

定

者

、

ア

ル

コ

ー

ル

依

存

症

者

、

過

去

に

中

断

歴

の

あ

る

者

等

、

中

断

の

危

険

が

高

い

場

合

に

は

、

頻

回

に

確

認

を

行

っ

て

い

ま

す

。

発
病
を
調
べ
る
検
査

ど
の
よ
う
に
感
染
・
発
病
す
る
か

結
核
に
か
か
り
や
す
い
人

（
ハ
イ
リ
ス
ク
グ
ル
ー
プ
）

発
病
し
た
場
合
の
周
囲
へ
の

影
響
が
大
き
い
人

（
デ
イ
ン
ジ
ャ
ー
グ
ル
ー
プ
）

感
染
を
調
べ
る
検
査

【図２】結核発病のメカニズム

出典：（公財）結核予防会「結核の常識2016」

（公財） 茨城県総合健診協会　診療部長　金敷 真紀

特 集
結核

結
核
は
ど
ん
な
病
気

低
ま
ん
延
国
を
め
ざ
し
た
対
策

ツベルクリン反応検査
　1882年に結核菌を発見したコッホは，ツベルクリンの研究をすすめまし
た。コッホのもとで研鑽を積んだ獣医師のピアソンは，ツベルクリン検査を
牛に対して行い，結核牛の診断ができることを示しました。このツベルクリ
ン検査は，日本でも行われ，感染した牛を処分したため，結核牛が減り，現在
ではほとんどみられなくなりました。その後，より純粋で安定したツベルク
リンが精製され，人に対するツベルクリン検査ができるようになりました。
　ツベルクリン液を皮内に注射し，48時間後に皮膚の反応を判定します。
結核菌感染やBCG接種を受けた人は，ツベルクリン液を注射すると皮膚
が赤く反応します。しかし，反応が結核感染のためか，BCG接種のためか
判断しにくい場合があります。

インターフェロンγ遊離検査（ＩＧＲＡ）
　血液検査で結核菌に感染したかどうかを検査します。BCGの影響を受け
ないため，ツベルクリン反応検査に代わって行われることが多くなっています。

・胸部Ｘ線検査
・ＣＴ検査

喀痰検査

　結核の病巣の広
がりがわかります。

　痰の中に結核菌
があるかどうかを
検査します。また，
結核菌遺伝子型検
査により結核菌の
株種がわかります。
結核菌の感染ルー
トの解明に利用さ
れます。

免疫機能が
弱い人

住居や栄養が
不十分な人

　糖尿病，人工
透析中，手術後，
免疫抑制剤使用
中など

　医療従事者や社会福祉施設
の従事者，学校や保育園等の職
員など，発病した場合に多くの
人に感染させる可能性のある職
業の人は，早期に発見できるよ
うに心がける必要があります。

　ホームレスや
スラム居住者
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10万人対700人
（1951年）

10万人対14.4人
（2015年）

10万人対100人を切る
（1975年）

高まん延国

中まん延国

低まん延国

①
結
核
の
発
生
予
防
と
ま
ん
延
の
防
止

①
結
核
の
発
生
予
防
と
ま
ん
延
の
防
止

②
適
切
な
医
療

②
適
切
な
医
療

【表1】年齢別結核罹患率

出典　結核予防会 結核研究所 疫学情報センター

1995年 2005年 2015年

総数

0－4歳

5－9歳

10－14歳

15－19歳

20－29歳

30－39歳

40－49歳

50－59歳

60－69歳

70歳以上

34.3 
2.5 
1.2 
1.5 
7.0 
20.8 
20.3 
26.0 
41.3 
66.5 
112.2 

22.2 
1.0 
0.4 
0.6 
4.4 
15.4 
14.9 
14.0 
18.9 
26.2 
66.6 

14.4 
0.6 
0.2 
0.2 
2.8 
9.0 
7.1 
7.5 
8.8 
13.1 
45.2 

【図1】日本の結核罹患率の推移

日本は　　　の
   中まん延国
―低まん延国を目指して―

　

か
つ
て
結
核
は
国
民
病
と
い
わ
れ
、

1
9
5
1
年
に
は
、罹
患
率
が
人
口
 10
万

人
あ
た
り
7
0
0
人
に
ま
で
達
し
まし
た

（
図
1
）。

　

戦
後
、結
核
を
予
防
す
る
ワ
ク
チ
ン
接
種

（
B
C
G
接
種
）に
よ
る
発
病
予
防
、集
団

健
診
、早
期
治
療
が
全
国
に
普
及
し
罹
患

率
は
減
少
し
、1
9
7
5
年
に
は
 10
万
人

あ
た
り
1
0
0
人
を
切
り
、高
ま
ん
延
国

か
ら
中
ま
ん
延
国
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、2
0
1
5
年
に
は
、
14・
4
人

ま
で
低
下
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、結
核
は
、

今
で
も
年
間
2,
0
0
0
人
近
く
が
亡
く
な

る
日
本
の
重
大
な
感
染
症
で
す
。

　

日
本
は
、先
進
国
の
中
で
唯
一
、結
核
の

中
ま
ん
延
国
で
す
。そ
こ
で
、厚
生
労
働
省

は
、2
0
2
0
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で
に
罹
患
率
が
人
口
10 

万
人
あ
た
り
10 人
以
下
と
す
る
低
ま
ん
延

国
化
を
目
標
と
し
た
指
針
を
掲
げ
て
い

ま
す
。

　

結
核
菌
に
よ
っ
て
主
に
肺
に
炎
症
が

お
こ
る
病
気
で
す
。お
よ
そ
80
％
が
肺
結

核
で
、咳
、痰
、発
熱
な
ど
の
症
状
が
み
ら

れ
ま
す
。ま
た
、結
核
性
胸
膜
炎
、リ
ン
パ

節
結
核
、腸
結
核
、脊
椎
結
核
な
ど
肺
以
外

の
臓
器
も
結
核
に
な
り
ま
す
。

　

咳
と
と
も
に
結
核
菌
が
空
気
中
に
飛

び
、そ
れ
を
周
り
の
人
が
吸
い
込
み
感
染

し
ま
す（
図
2
）。

　

感
染
し
て
も
、結
核
菌
の
力
に
比
べ
、体

の
免
疫
力
の
方
が
強
け
れ
ば
発
病
し
ま
せ

ん
。し
か
し
、一
度
発
病
を
免
れ

て

も

、

そ

の

後

免

疫

力

が

低

下

し

た

時

に

発

病

す

る

こ

と

が

あ

り

ま

す

。

な

ぜ

な

ら

、

感

染

し

て

も

発

病

し

な

か

っ

た

際

の

結

核

菌

は

、

休

眠

状

態

と

な

り

、

活

動

の

機

会

を

ね

ら

っ

て

い

る

か

ら

で

す

。

　

免

疫

機

能

が

正

常

な

場

合

、

結

核

菌

に

感

染

し

た

人

の

う

ち

発

病

す

る

の

は

 10
％

程

度

で

、

そ

の

う

ち

80
％

は

2

年

以

内

に

発

病

し

ま

す

。

　

2

0

1

4

年

に

世

界

保

健

機

関

（

W

H

O

）

は

、

結

核

終

息

戦

略

を

発

表

し

、

低

ま

ん

延

国

は

も

と

よ

り

、

日

本

を

含

め

た

低

ま

ん

延

国

に

近

づ

く

国

に

対

し

て

も

、

根

絶

を

目

指

し

た

対

策

を

進

め

る

よ

う

求

め

て

い

ま

す

。

　

こ

の

よ

う

な

こ

と

か

ら

、

我

が

国

で

は

昨

今

の

結

核

を

取

り

巻

く

状

況

の

変

化

を

踏

ま

え

、

昨

年

11
月

に

「

結

核

に

関

す

る

特

定

感

染

症

予

防

指

針

」

の

所

要

の

見

直

し

を

行

い

、

結

核

対

策

の

一

層

の

推

進

を

図

っ

て

い

く

た

め

主

に

次

の

よ

う

な

施

策

や

目

標

を

掲

げ

て

い

ま

す

。

　
●
ま
ん
延
防
止
の
た
め
の
早
期
発
見

　

咳

や

微

熱

を

放

置

せ

ず

、

保

健

所

や

医

療

機

関

で

相

談

し

ま

し

ょ

う

。

特

に

ハ

イ

リ

ス

ク

グ

ル

ー

プ

や

デ

イ

ン

ジ

ャ

ー

グ

ル

ー

プ

は

注

意

が

必

要

で

す

。

ま

た

、

高

齢

者

は

、

罹

患

率

が

高

い

に

も

関

わ

ら

ず

、

自

覚

症

状

が

で

に

く

い

た

め

発

見

が

遅

れ

る

こ

と

が

あ

り

ま

す

（

表

1

）

。

●
健
康
診
断

　

労

働

安

全

衛

生

法

66
条

で

は

、

事

業

所

に

お

い

て

、

事

業

者

は

労

働

者

に

健

康

診

断

を

行

う

こ

と

が

義

務

付

け

ら

れ

て

い

ま

す

。

ま

た

、

感

染

症

法

で

は

、

職

員

お

よ

び

施

設

に

収

容

さ

れ

て

い

る

者

に

対

し

て

結

核

の

定

期

健

康

診

断

を

行

う

こ

と

が

、

事

業

所

、

学

校

お

よ

び

福

祉

施

設

の

長

に

、

義

務

付

け

ら

れ

て

い

ま

す

。

ま

た

、

労

働

者

や

施

設

を

利

用

す

る

も

の

は

、

結

核

の

健

康

診

断

を

受

け

る

義

務

が

あ

り

ま

す

。

病

気

等

に

よ

り

健

診

を

受

け

ら

れ

な

か

っ

た

場

合

は

、

後

日

検

査

を

受

け

、

結

果

を

提

出

し

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

　

健

康

診

断

を

受

け

た

だ

け

で

終

わ

り

で

は

あ

り

ま

せ

ん

。

健

康

診

断

の

結

果

、

精

密

検

査

が

必

要

と

判

定

さ

れ

た

場

合

は

、

医

療

機

関

で

精

密

検

査

を

受

け

て

く

だ

さ

い

。

も

し

も

結

核

に

か

か

っ

て

い

た

場

合

に

は

、

病

院

受

診

が

遅

れ

る

と

周

囲

の

感

染

者

を

増

や

し

て

し

ま

う

こ

と

に

な

り

ま

す

。

な

ぜ

な

ら

、

受

診

が

遅

れ

た

分

だ

け

、

結

核

が

悪

化

し

、

痰

の

中

の

結

核

菌

の

量

が

増

え

る

か

ら

で

す

。

●
患
者
発
生
時
の
健
康
診
断

　

結

核

の

発

生

は

、

法

律

に

基

づ

く

届

け

出

に

よ

り

調

査

さ

れ

て

い

ま

す

。

都

道

府

県

で

は

、

発

生

し

た

結

核

の

状

態

を

把

握

し

、

対

象

と

な

る

人

に

健

康

診

断

を

し

て

い

ま

す

。

●
B
C
G
接
種

　

2

0

1

4

年

度

の

乳

幼

児

の

接

種

率

は

97
％

と

高

く

、

今

後

も

95
％

以

上

を

維

持

で

き

る

よ

う

接

種

環

境

の

確

保

が

必

要

で

す

。

　

結

核

の

治

療

は

6

か

月

以

上

か

か

り

ま

す

。

薬

を

途

中

で

や

め

る

と

、

病

気

が

治

ら

な

い

だ

け

で

な

く

、

体

内

に

残

っ

て

い

る

結

核

菌

が

薬

の

効

き

に

く

い

菌

（

多

剤

耐

性

菌

）

に

な

っ

て

し

ま

う

こ

と

が

あ

り

ま

す

。

で

す

か

ら

、

結

核

の

薬

は

、

症

状

が

な

く

て

も

指

示

さ

れ

た

期

間

飲

み

続

け

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

し

か

し

、

忘

れ

ず

に

飲

み

続

け

る

の

は

か

な

り

難

し

い

こ

と

で

す

。

そ

こ

で

、

患

者

が

服

薬

す

る

と

こ

ろ

を

目

の

前

で

確

認

す

る

「

服

薬

確

認

療

法

」

が

行

わ

れ

、

医

療

機

関

・

薬

局

・

保

健

所

が

服

薬

を

支

援

し

て

い

ま

す

。

特

に

住

所

不

定

者

、

ア

ル

コ

ー

ル

依

存

症

者

、

過

去

に

中

断

歴

の

あ

る

者

等

、

中

断

の

危

険

が

高

い

場

合

に

は

、

頻

回

に

確

認

を

行

っ

て

い

ま

す

。

発
病
を
調
べ
る
検
査

ど
の
よ
う
に
感
染
・
発
病
す
る
か

結
核
に
か
か
り
や
す
い
人

（
ハ
イ
リ
ス
ク
グ
ル
ー
プ
）

発
病
し
た
場
合
の
周
囲
へ
の

影
響
が
大
き
い
人

（
デ
イ
ン
ジ
ャ
ー
グ
ル
ー
プ
）

感
染
を
調
べ
る
検
査

【図２】結核発病のメカニズム

出典：（公財）結核予防会「結核の常識2016」

（公財） 茨城県総合健診協会　診療部長　金敷 真紀

特 集
結核

結
核
は
ど
ん
な
病
気

低
ま
ん
延
国
を
め
ざ
し
た
対
策

ツベルクリン反応検査
　1882年に結核菌を発見したコッホは，ツベルクリンの研究をすすめまし
た。コッホのもとで研鑽を積んだ獣医師のピアソンは，ツベルクリン検査を
牛に対して行い，結核牛の診断ができることを示しました。このツベルクリ
ン検査は，日本でも行われ，感染した牛を処分したため，結核牛が減り，現在
ではほとんどみられなくなりました。その後，より純粋で安定したツベルク
リンが精製され，人に対するツベルクリン検査ができるようになりました。
　ツベルクリン液を皮内に注射し，48時間後に皮膚の反応を判定します。
結核菌感染やBCG接種を受けた人は，ツベルクリン液を注射すると皮膚
が赤く反応します。しかし，反応が結核感染のためか，BCG接種のためか
判断しにくい場合があります。

インターフェロンγ遊離検査（ＩＧＲＡ）
　血液検査で結核菌に感染したかどうかを検査します。BCGの影響を受け
ないため，ツベルクリン反応検査に代わって行われることが多くなっています。

・胸部Ｘ線検査
・ＣＴ検査

喀痰検査

　結核の病巣の広
がりがわかります。

　痰の中に結核菌
があるかどうかを
検査します。また，
結核菌遺伝子型検
査により結核菌の
株種がわかります。
結核菌の感染ルー
トの解明に利用さ
れます。

免疫機能が
弱い人

住居や栄養が
不十分な人

　糖尿病，人工
透析中，手術後，
免疫抑制剤使用
中など

　医療従事者や社会福祉施設
の従事者，学校や保育園等の職
員など，発病した場合に多くの
人に感染させる可能性のある職
業の人は，早期に発見できるよ
うに心がける必要があります。

　ホームレスや
スラム居住者
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2011年
総数
0－4歳
5－9歳
10－14歳
15－19歳
20－29歳
30－39歳
40－49歳
50－59歳
60－69歳
70－79歳
80歳以上

921（4.1）
3 （9.1）
2 （10.0）
3 （9.7）
27 （17.2）
419 （29.6）
226 （13.2）
126 （6.9）
53 （2.6）
20 （0.6）
19 （0.4）
23 （0.3）

1,164（6.4）
3 （10.3）
0 （0.0）
6 （46.2）
57 （35.0）
565 （50.1）
252 （22.9）
134 （9.8）
74 （5.5）
27 （1.1）
19 （0.5）
27 （0.4）

2015年

（　）内は新登録に占める割合
出典　厚生労働省

③
研
究
開
発

③
研
究
開
発

④
世
界
的
な
結
核
制
圧

④
世
界
的
な
結
核
制
圧

　

国
は
、低
ま
ん
延
国
を
目
指
し
、国
立
研

究
開
発
法
人
日
本
医
療
研
究
開
発
機
構

（
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｄ
）や
国
立
感
染
症
研
究
所
の
ほ

か
、民
間
団
体
、海
外
の
研
究
機
関
等
の
関

係
機
関
と
連
携
し
て
調
査
及
び
研
究
を
積

極
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。発
病
予
防
の
ワ

ク
チ
ン
開
発
、感
染
や
発
病

を
確
実
に
診
断
で
き
る
方
法

の
研
究
、殺
菌
力
が
強
い
治

療
薬
の
調
査
研
究
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
の
必
要

性
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
新
規
登
録
結
核
患

者
の
う
ち
、他
国
出
生
者
は

増
加
し
て
お
り
、特
に
20
代

で
は
、50
％
以
上
が
他
国
出

生
者
で
す（
表
2
）。

　

ア
ジ
ア
と
ア
フ
リ
カ
は
、結

核
高
ま
ん
延
地
域
で
す
。グ

ロ
ー
バ
ル
社
会
に
お
い
て
、日

本
の
結
核
を
な
く
す
た
め
に

は
、世
界
の
結
核
の
抑
制
が

必
要
で
す（
図
3
）。

　

2
0
2
0
年
の
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ま
で
に
は
、結
核
低
ま
ん
延

国
の
仲
間
入
り
を
し
て
、世

界
の
皆
様
を
お
迎
え
し
ま

し
ょ
う
。
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われている募金活動です。
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予防団体の活動, 呼吸器疾患の調査研究及び途上国の結核
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毎
年
9
月
の「
が
ん
征
圧
月
間
」

で
は
、全
国
の
関
係
団
体
が
一
丸
と

な
っ
て
が
ん
予
防
や
が
ん
検
診
啓

発
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

　

日
本
対
が
ん
協
会
で
は
、が
ん

検
診
の
啓
発
ポ
ス
タ
ー
を
毎
年
制

作
し
て
お
り
、今
年
度
は
、「
自
分

の
こ
と
は　

自
分
が
一
番
分
か
っ
て

る
か
ら
」
と
頑
固
な
ま
で
に
が
ん

検
診
に
行
か
な
い
人
が
言
い
そ
う

な
セ
リ
フ
を「
嘘
」と
い
う
言
葉
で

真
っ
向
か
ら
否
定
す
る
構
成
と
な
っ

て
い
ま
す
。「
が
ん
は
自
分
が
気
付

か
な
い
う
ち
に
進
行
し
て
い
る
」と

い
う
、な
か
な
か
伝
わ
ら
な
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
シ
ン
プ
ル
に
描
か
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
ポ
ス
タ
ー
は
、同
月

間
に
合
わ
せ
て
、全
国
の
自
治
体
、

保
健
所
な
ど
に
掲
示
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、9
月
24
日
か
ら
9
月
30

日
ま
で
の
「
結
核
予
防
週
間
」
で

は
、今
な
お
日
本
に
蔓
延
す
る
結
核

の
怖
さ
と
正
し
い
知
識
を
伝
え
る

た
め
、全
国
各
地
で
様
々
な
啓
発

活
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

当
協
会
は
今
年
も
、新
聞
広
告

や
本
部
及
び
各
セ
ン
タ
ー
に
横
断

幕
を
掲
げ
て「
が
ん
征
圧
月
間
」を

広
く
周
知
す
る
と
と
も
に
、県
や

保
健
所
と
連
携
し
て
県
内
各
地
で

「
結
核
予
防
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
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９月は「がん征圧月間」及び「結核予防週間」です

　

5
月
18 
日
（
木
）
と
19 

日
（
金
）の
2
日
間
に
わ

た
り
、「
第
68
回
結
核
予

防
全
国
大
会
（
主
催

:

公
益
財
団
法
人
結
核
予

防
会
）
」
が
北
海
道
札
幌

市
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
大
会
は
、全
国
の

結
核
予
防
会
各
都
道
府

県
支
部
を
は
じ
め
、関
係

者
ら
が
一
堂
に
会
し
、直

面
す
る
結
核
の
諸
問
題

や
対
策
、将
来
に
向
け
て

の
方
針
な
ど
に
つ
い
て

討
議
す
る
重
要
な
大
会

で
す
。

　

大
会
2
日
目
に
は
、

結
核
予
防
会
の
総
裁
を

務
め
る
秋
篠
宮
妃
殿
下

が
御
臨
席
に
な
り
、お
こ
と
ば
を

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、結
核
予

防
に
功
績
の
あ
っ
た
個
人
や
団
体

を
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

結
核
予
防
会
茨
城
県
支
部
で
あ

る
当
協
会
は
、結
核
健
診
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、複
十
字
シ
ー
ル
募

金
運
動
等
の
啓
発
活
動
に
引
き
続

き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

第68回
結核予防全国大会に

秋篠宮妃殿下が
御臨席になりました

4C 4C

【図３】2015年推定結核罹患率
出典　WHO Global tuberculosis report 2016
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【表2】外国生まれの人の結核
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5
月
20
日（
土
）〜
 21
日（
日
）の
2
日
間
、つ

く
ば
市
研
究
学
園
駅
前
公
園
に
て
開
催
さ
れ
た

「
リ
レ
ー・フ
ォ
ー・ラ
イ
フ・ジ
ャ
パ
ン
2
0
1
7
茨

城
」に
今
年
も
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、「
が
ん
患
者
さ
ん
は
、朝
も

夜
も
24
時
間
、が
ん
と
闘
っ
て
い
る
」と
の
想
い
を

分
か
ち
合
い
、患
者
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て
が
ん
に

挑
も
う
と
24
時
間
夜
通
し
で
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

ウ
ォ
ー
ク
を
行
う
も
の
で
す
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
に
お
い
て
希
望
の

象
徴
で
あ
る
鳩
型
バ
ル
ー
ン
を

五
月
晴
れ
の
空
に
一
斉
に
放
っ
た

あ
と
、が
ん
と
闘
う
患
者
さ
ん

を
先
頭
に
24
時
間
ウ
ォ
ー
ク
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
当
日
は

真
夏
を
思
わ
せ
る
暑
さ
で
し

た
が
、小
さ
な
お
子
さ
ん
か
ら

ご
高
齢
の
方
ま
で
大
勢
の
方
が

元
気
に
歩
い
て
い
ま
し
た
。
周

回
ト
ラ
ッ
ク
沿
い
に
は
、「
お
母

さ
ん
が
ん
ば
っ
た
ね
」「
い
つ
で

も
一
緒
だ
よ
」な
ど
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
綴
ら
れ
た
白
い
紙
袋
（
ル

ミ
ナ
リ
エ
バ
ッ
ク
）が
囲
む
よ
う

に
置
か
れ
、日
没
後
は
、ル
ミ
ナ

リ
エ
の
灯
り
が
参
加
者
の
足
元

を
優
し
く
照
ら
し
続
け
て
い
ま

し
た
。

　

当
協
会
は
、こ
れ
か
ら
も
同

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、が
ん
患
者

支
援
活
動
に
協
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

想いや祈りを捧げるルミナリエバック

「リレー・フォー・ライフ・ジャパン
　　　　　　2017茨城」に参加

象
徴
で
あ
る
鳩
型
バ
ル
ー
ン
を 想いや祈りを捧げるルミナリエバック

休憩時間を含めた

　

食
中
毒
の
症
状
と
い
う
と
、

激
し
い「
下
痢
」
や
「
嘔
吐
」を

思
い
浮
か
べ
る
方
が
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。し
か
し
、

原
因
菌
に
感
染
し
て
も
、症
状

が
な
か
っ
た
り
、軽
い
下
痢
で
終

わ
る
方
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。そ
の
よ
う
な
方
は
、「
健
康

保
菌
者
」と
い
わ
れ
ま
す
が
、本

人
自
身
が
感
染
源
で
あ
る
と
い

う
自
覚
が
な
い
た
め
注
意
が
必

要
で
す
。
食
品
を
取
り
扱
っ
た

場
合
、食
中
毒
事
故
を
発
生
さ

せ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

原
因
菌
に
感
染
し
て
い
る
か

ど
う
か
は
、腸
内
細
菌
検
査（
検

便
）を
受
け
れ
ば
分
か
り
ま
す
。

　

食
中
毒
事
故
を
未
然
に
防
い

で
、安
全
・
安
心
の
食
を
提
供
す

る
た
め
、食
品
取
扱
者
は
毎
月

「
腸
内
細
菌
検
査（
検
便
）」を

受
け
ま
し
ょ
う
。

腸内細菌検査
（検便）
のご案内

勤務時間内禁煙勤務時間内禁煙 ををを
当協会就業規則に規定

Information

〔提出先等〕

〔お問合せ〕 ☎029-241-0542（直通）

※右記提出先にて
　専用容器と
　申込用紙を
　お配りしています。

※「保菌検査」とお伝えください。

提出先
本部

県南センター
県西センター
県保健所

住　所 受付日

最寄りの保健所にご確認ください。

受付時間
水戸市笠原町489-5
土浦市手野町1-1
筑西市関本分中37-1
県内12か所

8：30～15：00

8：30～12：00
月～木

（祝日，祝前日除く）

赤痢菌，サルモネラ属菌，
腸管出血性大腸菌O157

赤痢菌，サルモネラ属菌，
同O157，O26，O111 1,200円（税込）

800円（税込）
推
奨
項
目
・
料
金

渉外課

腸

「つくばピンクリボン
フェスティバル2017」に参加

　

5
月
14 
日
母
の
日
、乳
が
ん
検
診
啓

発
イ
ベ
ン
ト「
つ
く
ば
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
2
0
1
7
」が
、つ
く
ば
市
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

 

当
協
会
は
、毎
年
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
共
催

し
て
お
り
、当
日
は
、総
勢
26
名
の
職
員

が
早
朝
か
ら
会
場
設
営
な
ど
の
準
備
を

行
い
ま
し
た
。

 

恒
例
の「
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
ウ
ォ
ー
ク
」は

今
年
も
盛
大
に
ス
タ
ー
ト
し
、参
加
者

6
5
0
名
が
10 
K
m
と
5
K
m
の
コ
ー
ス

に
分
か
れ
て
、沿
道
の
人
々
に「
乳
が
ん

検
診
を
受
け
よ
う
！
」な
ど
と
呼
び
か

け
ま
し
た
。

 
当
協
会
も
、揃
い
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ

ツ
に
職
員
お
手
製
の
可
愛
ら
し
い
ピ
ン

ク
リ
ボ
ン
を
付
け
、気
持
ち
を
ひ
と
つ
に

「
が
ん
検
診
へ
行
こ
う
！
」と
訴
え
て
き

ま
し
た
。

」と
訴
え
て
き

「
が
ん
検
診
へ
行
こ
う

「
が
ん
検
診
へ
行
こ
う

」と
訴
え
て
き

ま
し
た
。

ま
し
た
。

ピンクリボンウォークのスタート！

Topics

　

厚
生
労
働
省
は
受
動
喫
煙
防
止
対
策
強

化
を
目
的
に
、「
建
物
内
禁
煙
」や
学
校
や

病
院
で
は
、よ
り
厳
し
い「
敷
地
内
全
面
禁

煙
」と
す
る
な
ど
の
法
律
改
正
を
目
指
し

て
い
ま
す
。厚
労
省
自
体
も
、昨
年
11
月
か

ら
中
央
官
庁
で
は
初
め
て
、「
敷
地
内
全
面

禁
煙
」を
始
め
て
い
ま
す
。

　

当
協
会
で
は
、以
前
か
ら「
敷
地
内
全

面
禁
煙
」と
し
て
い
ま
し
た
が
、若
手
を
中

心
と
し
た
職
員
か
ら
、組
織
の
足
元
か
ら

も
っ
と
積
極
的
に
受
動
喫
煙
防
止
活
動
の

推
進
、快
適
な
職
場
環
境
の
整
備
を
進
め

て
い
き
た
い
と
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、す
べ
て
の
職
員
を
対
象
に
、本

年
5
月
か
ら
勤
務
時
間
外
で
あ
っ
て
も
協

会
行
事
等
で
は
喫
煙
禁
止
と
い
た
し
ま
し

た
。そ
の
範
囲
は
、歓
送
迎
会
等
の
会
合
時

や
始
業
時
間
前
に
も
及
び
ま
す
。

　

ま
た
、休
憩
時
間
を
含
め
た「
勤
務
時
間

内
禁
煙
」を
就
業
規
則
に
定
め
ま
し
た
。

休
憩
時
間
も
含
め
た
喫
煙
禁
止
規
定

は
、全
国
的
に
も
非
常
に
珍
し
い
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。さ
ら
に
活
動
機
運

を
盛
り
上
げ
る
た
め
、厚
労
省
の
受
動
喫

煙
対
策
の
原
案
に
賛
同
す
る
署
名
運
動
に

参
加
す
る
な
ど
、そ
の
他
様
々
な
こ
と
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
、厚
労
省
が
公
表
し
た「
た
ば
こ
白

書
」に
よ
れ
ば
、日
本
は
世
界
最
低
レ
ベ
ル

の
受
動
喫
煙
対
策
の
よ
う
で
す
。受
動
喫

煙
に
よ
っ
て
健
康
を
損
な
わ
な
い
よ
う
、た

ば
こ
対
策
の
重
要
性
を
社
会
に
発
信
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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5
月
20
日（
土
）〜
 21
日（
日
）の
2
日
間
、つ

く
ば
市
研
究
学
園
駅
前
公
園
に
て
開
催
さ
れ
た

「
リ
レ
ー・フ
ォ
ー・ラ
イ
フ・ジ
ャ
パ
ン
2
0
1
7
茨

城
」に
今
年
も
参
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し
て
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ま
し
た
。
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も
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っ
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る
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を

分
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ち
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い
、患
者
さ
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一
緒
に
な
っ
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が
ん
に

挑
も
う
と
24
時
間
夜
通
し
で
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

ウ
ォ
ー
ク
を
行
う
も
の
で
す
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
に
お
い
て
希
望
の

象
徴
で
あ
る
鳩
型
バ
ル
ー
ン
を

五
月
晴
れ
の
空
に
一
斉
に
放
っ
た
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と
、が
ん
と
闘
う
患
者
さ
ん

を
先
頭
に
24
時
間
ウ
ォ
ー
ク
が

ス
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ー
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。
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は

真
夏
を
思
わ
せ
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暑
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で
し
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齢
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。
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ー
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ル

ミ
ナ
リ
エ
バ
ッ
ク
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囲
む
よ
う
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れ
、日
没
後
は
、ル
ミ
ナ

リ
エ
の
灯
り
が
参
加
者
の
足
元
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優
し
く
照
ら
し
続
け
て
い
ま

し
た
。

　

当
協
会
は
、こ
れ
か
ら
も
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イ
ベ
ン
ト
に
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加
し
、が
ん
患
者
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援
活
動
に
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力
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ま
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で
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る
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バ
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ン
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食
中
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状
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と
、
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下
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」
や
「
嘔
吐
」を

思
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方
が
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い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。し
か
し
、

原
因
菌
に
感
染
し
て
も
、症
状

が
な
か
っ
た
り
、軽
い
下
痢
で
終

わ
る
方
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。そ
の
よ
う
な
方
は
、「
健
康

保
菌
者
」と
い
わ
れ
ま
す
が
、本

人
自
身
が
感
染
源
で
あ
る
と
い

う
自
覚
が
な
い
た
め
注
意
が
必

要
で
す
。
食
品
を
取
り
扱
っ
た

場
合
、食
中
毒
事
故
を
発
生
さ

せ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

原
因
菌
に
感
染
し
て
い
る
か

ど
う
か
は
、腸
内
細
菌
検
査（
検

便
）を
受
け
れ
ば
分
か
り
ま
す
。

　

食
中
毒
事
故
を
未
然
に
防
い

で
、安
全
・
安
心
の
食
を
提
供
す

る
た
め
、食
品
取
扱
者
は
毎
月

「
腸
内
細
菌
検
査（
検
便
）」を

受
け
ま
し
ょ
う
。

腸内細菌検査
（検便）
のご案内

勤務時間内禁煙勤務時間内禁煙 ををを
当協会就業規則に規定

Information

〔提出先等〕

〔お問合せ〕 ☎029-241-0542（直通）

※右記提出先にて
　専用容器と
　申込用紙を
　お配りしています。

※「保菌検査」とお伝えください。

提出先
本部

県南センター
県西センター
県保健所

住　所 受付日

最寄りの保健所にご確認ください。

受付時間
水戸市笠原町489-5
土浦市手野町1-1
筑西市関本分中37-1
県内12か所

8：30～15：00

8：30～12：00
月～木

（祝日，祝前日除く）

赤痢菌，サルモネラ属菌，
腸管出血性大腸菌O157

赤痢菌，サルモネラ属菌，
同O157，O26，O111 1,200円（税込）

800円（税込）
推
奨
項
目
・
料
金

渉外課
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フェスティバル2017」に参加
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日
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の
日
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が
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検
診
啓

発
イ
ベ
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ト「
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く
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ピ
ン
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リ
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ン
フ
ェ
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テ
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バ
ル
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0
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7
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ば
市
で

開
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さ
れ
ま
し
た
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当
協
会
は
、毎
年
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
共
催

し
て
お
り
、当
日
は
、総
勢
26
名
の
職
員

が
早
朝
か
ら
会
場
設
営
な
ど
の
準
備
を

行
い
ま
し
た
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恒
例
の「
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
ウ
ォ
ー
ク
」は

今
年
も
盛
大
に
ス
タ
ー
ト
し
、参
加
者

6
5
0
名
が
10 
K
m
と
5
K
m
の
コ
ー
ス

に
分
か
れ
て
、沿
道
の
人
々
に「
乳
が
ん

検
診
を
受
け
よ
う
！
」な
ど
と
呼
び
か

け
ま
し
た
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当
協
会
も
、揃
い
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ

ツ
に
職
員
お
手
製
の
可
愛
ら
し
い
ピ
ン

ク
リ
ボ
ン
を
付
け
、気
持
ち
を
ひ
と
つ
に

「
が
ん
検
診
へ
行
こ
う
！
」と
訴
え
て
き

ま
し
た
。

」と
訴
え
て
き

「
が
ん
検
診
へ
行
こ
う

「
が
ん
検
診
へ
行
こ
う

」と
訴
え
て
き

ま
し
た
。

ま
し
た
。

ピンクリボンウォークのスタート！

Topics

　

厚
生
労
働
省
は
受
動
喫
煙
防
止
対
策
強

化
を
目
的
に
、「
建
物
内
禁
煙
」や
学
校
や

病
院
で
は
、よ
り
厳
し
い「
敷
地
内
全
面
禁

煙
」と
す
る
な
ど
の
法
律
改
正
を
目
指
し

て
い
ま
す
。厚
労
省
自
体
も
、昨
年
11
月
か

ら
中
央
官
庁
で
は
初
め
て
、「
敷
地
内
全
面

禁
煙
」を
始
め
て
い
ま
す
。

　

当
協
会
で
は
、以
前
か
ら「
敷
地
内
全

面
禁
煙
」と
し
て
い
ま
し
た
が
、若
手
を
中

心
と
し
た
職
員
か
ら
、組
織
の
足
元
か
ら

も
っ
と
積
極
的
に
受
動
喫
煙
防
止
活
動
の

推
進
、快
適
な
職
場
環
境
の
整
備
を
進
め

て
い
き
た
い
と
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、す
べ
て
の
職
員
を
対
象
に
、本

年
5
月
か
ら
勤
務
時
間
外
で
あ
っ
て
も
協

会
行
事
等
で
は
喫
煙
禁
止
と
い
た
し
ま
し

た
。そ
の
範
囲
は
、歓
送
迎
会
等
の
会
合
時

や
始
業
時
間
前
に
も
及
び
ま
す
。

　

ま
た
、休
憩
時
間
を
含
め
た「
勤
務
時
間

内
禁
煙
」を
就
業
規
則
に
定
め
ま
し
た
。

休
憩
時
間
も
含
め
た
喫
煙
禁
止
規
定

は
、全
国
的
に
も
非
常
に
珍
し
い
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。さ
ら
に
活
動
機
運

を
盛
り
上
げ
る
た
め
、厚
労
省
の
受
動
喫

煙
対
策
の
原
案
に
賛
同
す
る
署
名
運
動
に

参
加
す
る
な
ど
、そ
の
他
様
々
な
こ
と
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
、厚
労
省
が
公
表
し
た「
た
ば
こ
白

書
」に
よ
れ
ば
、日
本
は
世
界
最
低
レ
ベ
ル

の
受
動
喫
煙
対
策
の
よ
う
で
す
。受
動
喫

煙
に
よ
っ
て
健
康
を
損
な
わ
な
い
よ
う
、た

ば
こ
対
策
の
重
要
性
を
社
会
に
発
信
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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「けんこうリンク」の各種情報は，

公益財団法人 茨城県総合健診協会  機関紙

・「つくばピンクリボンフェスティバル2017」に参加
・「リレー・フォー・ライフ・ジャパン2017茨城」に参加
・休憩時間を含めた「勤務時間内禁煙」を当協会就業規則に規定

・複十字シール運動にご協力お願いします
・第68回結核予防全国大会に秋篠宮妃殿下が御臨席になりました
・９月は「がん征圧月間」及び「結核予防週間」です

～低まん延国を目指して～

Topics

・腸内細菌検査（検便）のご案内

Information

日本は結核の中まん延国特　集

Vol.22 CONTENTS

http://www.ibasouken.org/

水戸黄門まつり 編集後記
　連日猛暑が続いています。寝苦しい夜は，クーラーを
上手に使いながらお休みになる方も多いのではないで
しょうか。そんなクーラーが一般家庭に普及し始めたの
が1980年代といわれています。それ以前は，扇風機を活
用したり，玄関先に水を撒くことで，涼しい風を起こして
夏を乗り切ってきました。
　そのほか，金魚や夏の風物詩が描かれた風鈴も「音」で
涼をとる人気アイテムでした。
「風鈴が鳴る→風が吹いている→涼しい」という，風のイ

メージを脳に与え，「音」や生活の工夫で，「涼」を体感し
たわけです。
　あるミュージシャンが，「幸せを手に入れるんじゃな
い。幸せを感じることのできる心を手に入れるんだ」と
言っていました。この言葉を借りると，「涼を感じること
のできる心を手に入れるんだ」です。
　今夏は，酷暑が続くと予想されています。
　クーラーと風鈴の音色とともに少しでも「涼」を感じ
ることのできる工夫をされてはいかがでしょうか。
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